
単項式×単項式、展開



この回のポイント

• 文字式のかけ算の方法の理解

• 展開の計算方法を身につける



指数法則について

のように，𝑎をいくつかかけあわせたものを
𝑎の累乗という。𝑎をn個かけあわせたものを𝑎のn乗とい
い， と書く。
このとき，nを の指数という。

①

② (𝑎𝑚)n= 𝒂𝒎×𝒏

③ (𝑎b)n＝ 𝒂𝒏 𝒃𝒏

指数法則

①は、

𝑎2 × 𝑎3 = (𝑎 × 𝑎) × (𝑎 × 𝑎 × 𝑎) = 𝑎5

と考えよう!!

① 𝑎2 × 𝑎3 = 𝑎5

② (𝑎2)3= 𝑎6

③ (𝑎b)3＝ 𝑎3 b3

例

𝒂𝒏

𝑎𝑛

𝑎 × 𝑎 = 𝑎2

𝑎𝑚 × 𝑎𝑛 = 𝒂𝒎+𝒏





展開の計算をしてみよう

展開の計算も、ワンパター
ンだから、練習すれば必
ずできるようになるよ☆

整式同士のかけ算をして、単項式の和の形で表すことを
展開するという。
つまり，A（B+C）=AB+AC であり，（A+B）C=AC+BC となる。

特に、単項式と多項式のかけ算・多項式と多項式のかけ
算では分配法則を用いる。

例）

（ ）の前にある項に注目する。
（ ）の前にある項を、
（ ）の中にある全ての項に
かけ算をすると良い!!3𝑎 2𝑎 − 4

= 3𝑎 × 2𝑎 + 3𝑎 × −4
= 6𝑎2 − 12𝑎



次の問題は、多項式×多項式のパターンです。

前の（ ）の項と、後ろの（ ）の項をかけ算するさ
い、①、②、③、④と４回かけ算を行う。
①、②、③、④のリズムで覚えておくと良い!!
同類項（同じ文字がくっついている項）の計算も忘れ
ずに☆

例）

前の（ ）の中の項に注目
する。前の（ ）の中にあ
るそれぞれの項を、後ろの
（ ）の中にある全ての項
にかけ算をすると良い!!

かけ算

展開の計算をしてみよう②

かけ算

2𝑥 + 3 4𝑥＋1

= 2𝑥 × 4𝑥＋2𝑥 × 1＋3 × 4𝑥＋3 × 1
= 8𝑥2 + 2𝑥 + 12𝑥 + 3
= 8𝑥2 + 14𝑥 + 3





次の問題は、多項式×多項式のパターンです。

同様のケースがあるため、
乗法公式としてまとめましょう!!

例）

計算すると、－3𝑥 + 3𝑥の
部分が0となる!!!

この点を公式としてまとめ
ると・・・

かけ算

展開の計算をしてみよう②

かけ算

𝑥 + 3 𝑥－3

= 𝑥 × 𝑥＋𝑥 × －3 ＋3 × 𝑥＋3 × －3
= 𝑥2 + (－3𝑥) + 3𝑥－9
= 𝑥2－9



乗法公式は、ほとんど式の展開の計算と同
じです。

乗法公式を覚えてしまおう!!

)(𝑎 + 𝑏)(𝑎 − 𝑏 = 𝒂𝟐 − 𝒃𝟐

𝑎 + 𝑏 2 = 𝒂𝟐 + 𝟐𝒂𝒃 + 𝒃𝟐

𝑎 − 𝑏 2 = 𝒂𝟐 − 𝟐𝒂𝒃 + 𝒃𝟐

)(𝑥 + 𝑎)(𝑥 + 𝑏 = 𝒙𝟐 + (𝒂 + 𝒃)𝒙 + 𝒂𝒃



乗法公式を学ぼう①

ここも計算練習が大切だね!!

もしできない場合は、前の①、②、
③、④の方法で計算をしよう!!

① 例 ：

（ ）の中の項で、後ろの項だけが符号が
違うだけのパターン。
この場合は、「2乗引く2乗」と覚えよう!!

次の式を展開しよう。

)(𝒂 + 𝒃)(𝒂 − 𝒃 = 𝒂𝟐 − 𝒃𝟐



乗法公式を学ぼう②

2乗の展開方法だね!!
もしできない場合は、
前の①、②、③、④の
方法で計算をしよう!!

① 例 ：

（ ）の2乗のパターン。この場合は、
「2乗＋2𝒂𝒃＋2乗」という感覚です!!

こちらも覚えておこう!!

次の式を展開しよう。

𝒂 + 𝒃 𝟐 = 𝒂𝟐 + 𝟐𝒂𝒃 + 𝒃𝟐

𝒂 − 𝒃 𝟐 = 𝒂𝟐 − 𝟐𝒂𝒃 + 𝒃𝟐



乗法公式を学ぼう③

ここも計算練習が大切だね!!
そして、この公式は頻出です!!

もしできない場合は、前の①、②、
③、④の方法で計算をしよう!!

① 例 ：

（ ）の中の項で、前の項は同じ文字だが、後ろの項が
違うパターン。この場合は、「2乗＋足して＋かけて」と覚
えよう!!

次の式を展開しよう。

)(𝒙 + 𝒂)(𝒙 + 𝒃 = 𝒙𝟐 + (𝒂 + 𝒃)𝒙 + 𝒂𝒃


